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政
道
を
行
う
家
臣
・
「
心
得
」
を
知
る
藩
主

　
　
　
　
　
　
一
『
土
芥
憲
齪
記
』
に
お
け
る
君
臣
関
係
像
の
一
端

1
　
は
じ
め
に

黒
須
あ
ず
み

　
一
班
で
は
「
『
諌
懲
後
駆
』
と
『
土
芥
冠
農
記
』
か
ら
み
え
る
家
臣
像
と
藩
政
」

と
班
の
テ
ー
マ
を
決
め
、
基
礎
作
業
を
行
っ
た
。
家
臣
と
藩
政
に
関
わ
る
記
述
を

抜
き
出
す
と
い
う
そ
の
作
業
の
過
程
で
、
「
家
臣
二
政
道
ヲ
任
ス
ル
ニ
、
ニ
ツ
野

道
ア
リ
」
と
い
う
記
述
に
目
が
留
ま
っ
た
。
こ
の
ほ
か
に
「
ニ
ツ
之
品
」
や
「
善

悪
ノ
ニ
ツ
」
な
ど
似
た
よ
う
な
表
現
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
こ
れ
ら
の
記
述

は
、
家
臣
が
政
道
・
仕
置
を
す
る
場
合
に
、
そ
れ
に
た
る
家
臣
か
ど
う
か
、
あ
る

種
の
基
準
を
述
べ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
本
稿
で
は
、
『
土
芥
憲
雛
記
』
に
お
い
て
見
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
記
述
に
注
目
し
、

政
道
を
行
う
に
足
る
家
臣
、
そ
う
で
は
な
い
家
臣
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
家
臣
像

が
そ
こ
に
見
ら
れ
る
の
か
探
り
、
『
土
芥
網
羅
記
』
の
編
者
・
評
者
の
意
識
の
一

端
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
表
現
が
『
土
芥
憲

離
記
』
に
お
い
て
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
上
で
、
具

体
的
に
、
記
述
を
検
討
す
る
こ
と
で
そ
こ
に
見
ら
れ
る
家
臣
像
を
探
り
、
藩
主
は

そ
の
時
ど
の
よ
う
な
立
場
に
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
い
。

編
者
・
評
者
の
意
識
を
探
る
と
い
う
こ
と
は
、
慎
重
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
は
、
『
武
家
勧
懲
記
』
と
『
土
芥
竃
離
記
』
、
『
諌
懲
後
正
』
と
の
問
に

影
響
関
係
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
述
の
引
用
関
係
を
明
ら
か

に
し
な
け
れ
ば
、
編
者
・
評
者
の
意
識
の
問
題
に
取
り
掛
か
か
る
こ
と
は
困
難
な

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
三
重
の
全
体
的
な
比
較
研
究
は
、
小
関
氏
の
報
告
に
譲
り
、

こ
こ
で
は
、
本
稿
で
中
心
的
に
扱
う
六
大
名
に
つ
い
て
、
「
ニ
ツ
之
道
」
な
ど
の

一
連
の
記
述
が
、
少
な
く
と
も
、
三
書
に
お
い
て
対
応
す
る
六
大
名
の
う
ち
で
は
、

『
土
芥
逡
離
記
』
に
し
か
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

　
他
書
と
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
不
明
な
点
も
多
く
、
こ
の
記
述
が

『
土
芥
冠
離
記
』
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
で
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
で
き
な
い
。

今
回
授
業
で
扱
っ
た
三
書
以
外
に
も
、
似
た
よ
う
な
書
名
の
評
判
記
が
多
数
あ
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
記
述
が
何
ら
か
の
書
物
の
引
用
で
あ
る
と

い
う
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
弔
事
の
問
で
は
、
『
土
芥
冠
雛
記
』

に
し
か
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
暫
定
的
に
、
こ
れ
を
『
土
芥
竃
雛
記
』
に
特
徴

的
な
記
述
と
考
え
、
そ
こ
か
ら
編
者
・
評
者
の
意
識
が
垣
間
見
ら
れ
る
も
の
と
捉

え
た
い
。

　
家
臣
と
政
道
・
仕
置
に
つ
い
て
論
じ
た
「
ニ
ツ
寄
道
」
な
ど
の
記
述
が
、
『
土

芥
冠
離
記
』
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
後
押
し
す
る
の
が
、

『
土
芥
選
雛
記
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て
は
前
回
報
告
集
に
お
け
る
小
川
氏
の
指
摘
が
あ
り
（
、
）
、
本

書
が
国
政
全
般
を
論
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
『
武
家
勧
懲
記
』
等
と
の
内
容
面
で
の
重
複
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
の

評
判
記
と
ま
っ
た
く
異
な
る
タ
イ
ト
ル
を
持
つ
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
藩
政
に
か
か
わ
る
部
分
、
そ
し
て
ま
た
家
臣
と
政
道
・
仕
置
に
関
わ
る

こ
れ
ら
の
記
述
は
『
土
芥
冠
離
記
』
の
重
要
な
要
素
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。

餅1
5

2
．
『
土
芥
憲
叢
記
』
と
『
諌
懲
後
正
』
、
『
武
家
勧
懲
記
』
と
の
比
較

3
．
家
臣
像
の
検
討
1
ふ
さ
わ
し
い
家
臣
・
ふ
さ
わ
し
く
な
い
家
臣

今
期
の
授
業
で
議
論
に
な
っ
た
よ
う
に
、
『
土
芥
冠
墨
田
』
の
記
述
か
ら
そ
の

こ
こ
で
は
「
ニ
ツ
之
道
」
な
ど
の
記
述
の
具
体
的
な
検
討
を
行
い
た
い
と
考
え



る
が
、
そ
の
前
に
基
礎
的
な
こ
と
を
確
認
し
た
い
。

　
『
土
芥
冠
儲
記
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
2
4
3
大
名
の
う
ち
政
道
・
仕
置
を
行

う
に
際
し
て
家
臣
に
相
談
す
る
ま
た
は
全
面
的
に
任
せ
て
い
る
と
記
述
さ
れ
た
者

は
4
5
名
、
『
諌
懲
後
正
』
で
は
2
6
0
大
名
中
5
4
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち

両
書
に
お
い
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
た
大
名
が
1
0
名
い
る
の
で
実
数
は
双
方
合
わ
せ

て
8
9
大
名
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
全
面
的
に
任
せ
て
い
る
、
臣
が
執
行
し
て
い

る
と
さ
れ
る
の
が
そ
れ
ぞ
れ
、
3
5
名
、
3
4
名
で
あ
っ
た
（
、
）
。
こ
れ
ら
の
大
名

は
幼
主
で
あ
る
場
合
も
成
人
で
あ
る
場
合
も
両
方
含
ん
で
い
る
の
で
そ
の
中
身
に

違
い
は
あ
る
が
、
か
な
り
の
割
合
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
『
土
芥
冠
雛
記
』
に
お
い
て
政
道
・
仕
置
を
任
せ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
家
臣
、
ふ

さ
わ
し
く
な
い
家
臣
に
つ
い
て
「
ニ
ツ
之
道
」
な
ど
の
表
現
を
用
い
て
説
明
が
な

さ
れ
て
い
る
の
は
、
以
下
の
六
大
名
で
あ
る
（
、
）
。

①
②③④⑤

有
馬
中
務
太
輔
源
頼
元

上
杉
弾
正
大
子
藤
原
綱
憲

阿
部
封
馬
守
源
正
森

木
下
右
衛
門
大
夫
豊
臣
俊
長

五
島
佐
渡
守
盛
備

⑥
新
庄
主
殿
藤
原
直
智

（
一
歳
）

（
2
8
歳
）

（
3
3
歳
）

（
4
3
歳
）

（
2
9
歳
）

巻
9
／
巻
4

巻
1
1
／
巻
5

巻
1
6
／
巻
8

巻
2
9
／
巻
1
9

巻
3
6
／
巻
2
5

　
　
　
　
（
※
代
替
わ
り
し
て
い
る
。
）

（
2
4
歳
）
　
巻
4
1
／
巻
3
0

　
こ
れ
ら
六
大
名
の
う
ち
⑤
五
島
を
除
く
詩
名
が
『
土
芥
冠
離
記
』
と
『
諌
懲
後

正
』
双
方
に
登
場
す
る
。
ま
た
①
有
馬
と
④
木
下
を
除
く
四
名
が
『
土
芥
窟
雛
記
』

に
お
い
て
、
当
時
政
道
・
仕
置
を
家
臣
に
任
せ
て
い
る
と
評
さ
れ
て
い
る
。
な
お

カ
ッ
コ
内
の
年
齢
は
『
土
芥
憲
離
記
』
に
記
載
さ
れ
た
も
の
、
巻
数
は
上
が
『
土

芥
冠
旧
記
』
、
下
が
『
諫
懲
後
正
』
の
巻
数
で
あ
る
。

ふ
さ
わ
し
い
家
臣

　
以
上
六
大
名
の

「
家
臣
二
政
道
ヲ
任
ス
ル
ニ
、
ニ
ツ
之
道
ア
リ
。
－
」
等
の
記

述
か
ら
政
道
・
仕
置
を
任
せ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
家
臣
に
つ
い
て
の
記
述
を
抜
き
出

す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
（
該
当
す
る
記
述
な
し
）

②
「
臣
下
聖
賢
之
肌
二
似
テ
、
道
ヲ
正
、
利
欲
邪
曲
ノ
念
ナ
ク
、
贔
展
荷
担
ナ
ク
」

③
「
能
ク
道
ヲ
守
り
、
忠
ヲ
第
一
ト
シ
、
私
ヲ
捨
、
親
疎
ノ
隔
ナ
ク
、
私
欲
・
私

　
　
曲
・
俵
粁
・
邪
気
ナ
ク
」

④
「
君
臣
ノ
義
ヲ
重
ジ
、
大
切
二
政
道
ス
ル
」

⑤
「
其
ノ
臣
忠
義
ヲ
専
ラ
ト
シ
テ
、
私
ナ
ク
、
道
ヲ
不
ル
違
ハ
」

⑥
「
其
ノ
臣
、
賢
人
善
人
ノ
類
ヒ
ナ
ラ
バ
」

　
こ
れ
ら
の
記
述
の
特
徴
と
し
て
は
、
道
を
守
る
、
利
欲
・
私
欲
が
な
い
、
贔
屓

荷
担
が
な
い
、
義
を
重
ん
ず
、
な
ど
の
要
素
が
見
ら
れ
る
。
特
に
、
「
私
」
が
な

い
と
い
う
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
私
欲
が
な
い
と
い
う
の
も
、
贔
屓
し
な
い

と
い
う
の
も
個
人
的
人
間
関
係
に
基
づ
く
な
判
断
、
見
解
を
藩
の
仕
置
に
持
ち
込

ま
な
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
「
私
」
に
つ
い
て
は
、
ふ
さ
わ
し
く
な
い
家
臣
の

記
述
と
合
わ
せ
て
後
で
考
え
た
い
。

ふ
さ
わ
し
く
な
い
家
臣

①
「
俵
軒
邪
由
（
曲
）
有
ラ
バ
、
家
民
ノ
労
ミ
無
シ
心
許
。
」

②
「
不
直
ニ
シ
テ
、
妊
曲
ノ
行
跡
、
吾
威
ヲ
ノ
ミ
逞
シ
フ
シ
テ
、
傍
輩
二
尊
敬
セ

　
　
ラ
レ
ン
事
ヲ
欲
シ
、
雅
意
ヲ
振
舞
（
…
…
高
師
直
が
如
シ
）
」

③
「
俵
粁
・
邪
欲
・
私
曲
有
テ
、
親
疎
二
依
テ
、
悪
ヲ
モ
善
ト
称
シ
、
是
ヲ
モ
非

ト
沙
汰
シ
、
或
ハ
、
賄
賂
・
饗
応
等
ノ
追
従
・
軽
薄
ノ
諸
へ
者
二
被
証
サ
贔

屓
荷
担
ス
ル
類
ノ
鉦
キ
臣
（
…
…
小
栗
美
作
が
如
シ
）
」

④
「
乗
ジ
邪
権
二
、
己
レ
が
好
悪
親
疎
ヲ
恣
ニ
シ
、
士
卒
二
無
礼
シ
、
民
二
辛
キ

　
　
沙
汰
ス
ル
」

⑤
「
其
ノ
臣
俵
人
ニ
テ
、
上
部
ハ
忠
ヲ
尽
、
心
底
二
邪
気
有
テ
、
上
之
威
ヲ
借
り
、

　
　
雅
意
ヲ
働
キ
、
依
枯
贔
屓
シ
、
上
ヲ
蔑
如
ス
ル
（
…
…
近
年
之
小
栗
美
作
ガ

　
　
如
シ
）
」

匪喝



⑥
「
私
曲
或
ハ
鉦
曲
ノ
族
有
テ
、
私
ヲ
親
へ
、
己
二
親
シ
ケ
レ
バ
悪
ヲ
モ
善
ト
申

シ
ナ
シ
、
又
己
二
疎
ク
不
快
ナ
レ
バ
、
是
ナ
レ
ド
モ
非
ト
沙
汰
ス
ル
輩
」

　
以
上
が
、
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
さ
れ
る
家
臣
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。
こ
れ

に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
要
素
と
し
て
は
、
俵
舞
、
私
曲
、
雅
意
を
振
る
う
、
己
の

親
疎
好
悪
に
よ
っ
て
沙
汰
す
る
、
が
主
に
あ
ろ
う
。
特
に
下
線
部
に
注
目
す
る
と
、

藩
の
政
道
、
仕
置
を
行
う
に
際
し
、
お
の
れ
の
親
疎
に
従
い
贔
屓
し
、
「
悪
ヲ
モ

善
ト
称
」
す
る
よ
う
な
振
る
舞
い
が
厳
し
く
批
判
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ふ
さ
わ
し
い
家
臣
・
ふ
さ
わ
し
く
な
い
家
臣
と
も
に
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
ど

ち
ら
も
「
私
曲
」
「
親
疎
」
「
贔
屓
」
な
ど
の
言
葉
が
見
ら
れ
る
の
に
気
づ
く
。
両

者
と
も
に
「
私
」
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、

君
主
に
代
わ
っ
て
政
道
や
仕
置
を
行
う
こ
と
が
公
的
な
も
の
で
あ
る
と
す
る
意
識

が
見
ら
れ
る
。

　
以
上
検
討
し
た
記
述
は
一
般
論
的
な
も
の
で
あ
る
。
で
は
実
際
の
仕
置
に
お
い

て
、
ど
の
よ
う
な
振
る
舞
い
が
ふ
さ
わ
し
く
な
い
も
の
と
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

よ
り
具
体
的
な
事
例
を
『
土
芥
巨
艦
記
』
の
中
か
ら
探
し
、
こ
の
問
題
を
補
完
し

て
み
た
い
。

批
判
さ
れ
た
家
老

　
よ
り
具
体
的
な
事
例
と
し
て
は
、
先
に
と
り
あ
げ
た
六
大
名
の
う
ち
の
一
人
で

あ
る
阿
部
正
森
の
家
老
、
そ
し
て
石
川
乗
紀
の
家
老
味
岡
、
南
部
直
政
の
家
老
井

上
主
馬
の
三
事
例
（
、
）
を
見
て
み
よ
う
。

③
自
分
に
追
従
軽
薄
す
る
物
を
取
り
立
て
、

・
南
部
直
政
　
家
老
井
上
主
馬

①
悪
所
通
い
、
茶
湯
等
へ
の
費
え

②
贔
屓
に
よ
る
立
身
の
差
配

そ
う
で
な
い
も
の
に
暇
を
出
す

　
こ
れ
ら
の
事
例
を
見
る
限
り
、
特
に
家
中
の
立
身
に
関
し
て
「
私
」
を
交
え
る

こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
家
老
の
実
態
に
迫
る
こ

と
は
本
稿
で
は
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
こ
れ
ら
の
記
述
の
妥
当
性
は
わ
か
ら
な
い
。

し
か
し
、
君
臣
関
係
の
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
、
『
土
芥
憲
二
巴
』
の
編
者
・
評
者

の
問
題
関
心
に
な
っ
て
い
た
の
か
は
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
政
道
・
仕
置
に
お

い
て
、
「
私
」
を
交
え
自
分
の
好
悪
に
よ
っ
て
家
中
の
立
身
を
決
め
る
よ
う
な
振

る
舞
い
こ
そ
最
も
非
難
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

4
．
藩
主
の
出
任

　
以
上
、
ど
の
よ
う
な
家
臣
が
、
藩
の
政
道
・
仕
置
を
任
す
に
ふ
さ
わ
し
い
の
か
、

ま
た
ふ
さ
わ
し
く
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
『
土
芥
遥
嵯
記
』
の
記
述
に
よ
っ
て

見
て
き
た
。
そ
こ
で
は
家
臣
自
身
の
「
私
」
を
藩
の
政
道
や
仕
置
に
介
入
さ
せ
る

こ
と
に
対
す
る
厳
し
い
批
判
が
あ
っ
た
。

　
で
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
よ
う
な
家
臣
に
政
道
・
仕
置
を
任
せ
て
し
ま
っ
た
大
名

に
は
、
ど
の
よ
う
な
評
価
が
与
え
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
評
者
に
よ
っ
て
批
判
さ

れ
た
家
老
を
用
い
て
い
た
阿
部
正
森
の
記
述
を
見
て
み
よ
う
。

レ唱

・
阿
部
正
森
家
老
等

　
「
威
強
ク
成
テ
奢
、
吾
ト
不
快
ノ
輩
ニ
ハ
、
無
礼
疎
略
シ
、
吾
二
親
シ
ク
追
従

　
　
軽
薄
ス
ル
者
ヲ
バ
、
諸
役
者
ト
シ
、
或
ハ
立
身
サ
ス
。
」

・
石
川
乗
紀
…
家
老
味
岡

　
①
後
見
の
松
平
和
泉
守
に
音
信
・
是
式
を
送
っ
て
取
り
入
り
、
家
中
の
仕
置
を

ほ
し
い
ま
ま
に
す
る

　
②
主
人
と
そ
の
乳
母
に
取
り
入
る

　
「
三
浦
以
下
ノ
家
老
、
威
二
誇
リ
奢
り
テ
、
無
礼
二
私
曲
多
キ
ト
見
計
リ
。
然

う
バ
正
森
、
自
カ
ラ
政
道
沙
汰
ス
ベ
キ
三
二
、
幼
少
ノ
時
ヨ
リ
壮
年
ノ
今
二
半
テ
、

家
臣
二
仕
置
ヲ
任
セ
、
家
士
二
述
懐
サ
ス
ル
ハ
、
畢
土
兄
正
森
ノ
誤
・
リ
ナ
リ
。
愛
ヲ

以
評
セ
バ
、
正
森
讐
智
ア
リ
ト
モ
愚
将
二
等
シ
。
」

　
こ
の
よ
う
に
、
ふ
さ
わ
し
く
な
い
家
臣
に
政
道
・
仕
置
を
任
せ
た
責
任
は
藩
主

に
あ
り
「
愚
将
二
等
シ
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。
藩
主
の
責
任
は
、
石
川
・
南
部
の



事
例
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
藩
主
は
ど
の
よ
う
な
人
物
に
任
せ
る
べ
き
か
と
い

う
こ
と
を
知
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
知
ら
ず
、
も
し
く
は
家

臣
の
性
質
を
見
抜
け
ず
に
、
ふ
さ
わ
し
く
な
い
家
臣
に
頼
む
こ
と
は
藩
主
の
誤
り

な
の
で
あ
る
。
藩
主
と
し
て
家
臣
の
善
悪
を
見
抜
く
カ
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
②
上
杉
で
は
「
主
将
人
、
毒
心
ヲ
持
テ
、
政
道
二
二
任
ス
ル
ト
不
任
サ

ト
ノ
差
別
ア
ル
ベ
シ
。
」
と
表
現
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
『
土
芥
冠
雛
記
』
に
お
い
て
、
藩
主
が
家
臣
に
仕
置
を
任
せ
る
際

の
ふ
さ
わ
し
い
家
臣
と
ふ
さ
わ
し
く
な
い
家
臣
と
を
探
り
、
藩
主
が
そ
の
よ
う
な

仕
置
の
形
態
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
振
舞
う
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
の
か
を
見
て

き
た
。
で
は
仕
置
の
あ
り
方
と
し
て
、
藩
主
自
ら
が
行
う
親
政
と
家
臣
に
任
せ
る

方
法
（
合
議
制
）
と
は
ど
ち
ら
が
優
先
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
②
上
杉
の
「
謳
歌

評
説
」
の
記
述
が
参
考
に
な
る
。

「
智
賢
ノ
人
ナ
ク
バ
、
政
道
ヲ
任
ラ
ル
ル
事
無
心
許
。

ゾ
身
カ
ラ
政
道
ヲ
沙
汰
セ
ザ
ル
ヤ
。
但
、

　
　
　
　
綱
憲
才
智
ア
ラ
バ
、
何

自
分
ノ
政
道
タ
ラ
バ
、
唯
今
ヨ
リ

劣
ル
事
モ
ア
ラ
ン
欺
。

ば
な
い
こ
と
を
指
摘
）

見
ヘ
タ
リ
」

然
バ
家
老
任
セ
モ
吉
シ
。
…
…

…
…
文
道
ヲ
不
ル
学
故
二
、

（
綱
憲
が
文
武
を
学

政
道
ヲ
行
フ
根
ナ
シ
ト

　
こ
の
記
述
か
ら
、
『
土
芥
逡
尊
墨
』
の
編
者
・
評
者
の
仕
置
の
形
態
に
つ
い
て

の
優
先
順
位
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

①
君
主
に
自
ら
政
道
を
沙
汰
す
る
力
量
（
才
智
）
が
あ
れ
ば
自
ら
沙
汰
す
べ
き
。

②
君
主
が
才
智
に
欠
け
る
場
合
は
家
老
任
せ
で
も
良
い
。
た
だ
し
、
任
せ
る
に
あ

た
っ
て
は
、
家
臣
の
善
悪
の
「
差
別
」
「
心
得
」
を
知
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
こ
れ
が
『
土
芥
野
離
記
』
に
お
い
て
見
ら
れ
る
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
政
道
・
仕

置
を
行
う
べ
き
か
と
い
う
問
題
に
対
す
る
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
な
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

5
．
お
わ
り
に
1
家
中
騒
動
へ
の
不
安
？

　
こ
れ
ま
で
、
『
土
芥
憲
雌
記
』
に
お
け
る
家
臣
に
よ
る
仕
置
に
対
す
る
編
者
・

評
者
の
意
識
を
探
っ
て
き
た
。
家
臣
に
よ
る
政
道
・
仕
置
は
、
第
一
義
的
な
も
の

と
し
て
評
価
は
さ
れ
な
い
が
、
決
し
て
完
全
に
否
定
も
さ
れ
な
い
。
た
だ
家
臣
に

よ
る
仕
置
が
、
そ
の
人
物
の
奢
り
や
贔
屓
に
よ
っ
て
家
中
を
乱
す
よ
う
な
状
況
を

招
く
こ
と
を
強
く
否
定
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
態
度
の
裏
に
は
、
家
中
騒

動
を
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
意
思
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
し
か
し

あ
く
ま
で
筆
者
の
感
じ
方
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
意
識
が
あ
る
の
か
ど
う
か
を

証
明
す
る
こ
と
は
こ
こ
で
は
で
き
て
い
な
い
。
し
か
し
仕
置
を
任
せ
る
に
ふ
さ
わ

し
く
な
い
家
臣
の
た
と
え
と
し
て
、
冒
頭
六
大
名
の
記
述
の
う
ち
に
小
栗
美
作
が

二
度
登
場
し
た
こ
と
や
、
『
土
芥
冠
離
記
』
が
編
纂
さ
れ
と
さ
れ
る
元
禄
三
、
四

年
ご
ろ
ま
で
に
主
な
御
家
騒
動
だ
け
で
も
3
5
件
発
生
（
，
。
）
し
て
い
る
と
い
う
時

代
状
況
を
考
え
る
と
、
『
土
芥
憲
雛
記
』
の
編
者
・
評
者
が
そ
れ
ら
を
意
識
し
て

い
た
可
能
性
は
あ
る
よ
う
に
考
え
る
。
た
だ
そ
れ
を
解
明
す
る
に
は
、
他
書
と
の

引
用
関
係
の
解
明
も
含
め
未
だ
基
礎
的
な
作
業
が
必
要
な
よ
う
で
あ
る
。

【
注
】
（
1
）
　
『
『
土
芥
冠
旧
記
』
の
基
礎
的
研
究
』
2
0
0
4
年

（
2
）
　
第
二
回
目
の
個
別
報
告
で
は
、
『
土
芥
憲
撃
茎
』
4
5
名
『
諌
懲
後
門
』

で
は
5
1
名
と
報
告
し
た
が
、
今
回
の
レ
ポ
ー
ト
作
成
に
当
た
り
数
え
な
お
し
た

と
こ
ろ
見
落
と
し
な
ど
が
見
つ
か
り
、
若
干
増
減
し
た
。

（
3
）
　
④
木
下
に
つ
い
て
抜
き
出
し
た
記
述
は
『
武
家
勧
懲
記
』
『
諫
懲
古
昔
』

に
も
ほ
ぼ
同
じ
文
言
で
見
ら
れ
た
。

（
4
）
　
い
ず
れ
の
事
例
も
『
武
家
勧
懲
記
』
『
諌
肥
後
正
』
に
は
記
述
さ
れ
て
い

な
い
内
容
で
あ
る
。

（
5
）
　
福
田
千
鶴
『
御
家
騒
動
』
（
中
央
公
論
新
社
、
2
0
0
5
年
）
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